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先
月
後
半
、
カ
ナ
ダ
の
先
住
民
族
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
人
々
が
生
活
し
て
い
る
地
域
を
訪
問
し
、
ア
ザ
ラ
シ
や
イ
ッ
カ
ク
の
狩

猟
に
同
行
し
た
。
場
所
は
カ
ナ
ダ
北
東
地
域
に
あ
る
ヌ
ナ
ブ
ト
準
州
の
ポ
ン
ド
・
イ
ン
レ
ッ
ト
と
い
う
人
口
二
〇
〇
〇
人
弱

の
集
落
で
あ
る
。
首
都
オ
タ
ワ
か
ら
三
〇
〇
〇
㌔
㍍
北
上
し
た
北
緯
七
三
度
近
く
に
位
置
し
、
日
本
か
ら
は
空
路
で
オ
タ
ワ

な
ど
を
経
由
し
て
丸
二
日
間
の
長
旅
で
到
達
す
る
世
界
の
僻
地
と
で
も
表
現
す
べ
き
場
所
で
あ
る
。 

 

ヌ
ナ
ブ
ト
準
州
は
大
半
が
北
極
圏
内
に
位
置
す
る
日
本
の
五
倍
以
上
の
面
積
の
広
大
な
地
域
で
あ
る
が
、
人
口
は
わ
ず
か

三
万
五
〇
〇
〇
人
強
で
、
計
算
し
て
み
る
と
北
海
道
内
に
一
五
〇
〇
人
弱
が
生
活
し
て
い
る
と
い
う
過
疎
と
い
う
よ
り
、
ほ

と
ん
ど
無
人
と
い
っ
て
い
い
地
域
で
あ
る
。
そ
の
人
口
の
八
割
以
上
が
先
住
民
族
イ
ヌ
イ
ッ
ト
で
あ
る
。
か
つ
て
は
エ
ス
キ

モ
ー
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
蔑
称
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
現
在
で
は
イ
ヌ
イ
ッ
ト
が
正
式
の
名
称
に
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
の
ポ
ン
ド
・
イ
ン
レ
ッ
ト
の
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
老
人
の
狩
猟
に
同
行
し
た
の
だ
が
、
と
ま
ど
う
の
は
時
間
の
観
念
の
差
異

で
あ
る
。
二
泊
三
日
の
狩
猟
に
同
行
の
予
定
で
、
余
裕
を
み
て
一
週
間
強
滞
在
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
毎
日
、
今
日
は

強
風
で
あ
る
な
ど
の
理
由
で
出
発
し
な
い
。
狩
猟
場
所
で
あ
る
地
域
ま
で
は
陸
沿
い
に
小
型
漁
船
で
航
海
す
る
の
で
、
こ
の

程
度
の
風
速
な
ら
問
題
な
い
と
想
像
す
る
が
、
延
期
に
つ
ぐ
延
期
で
、
滞
在
期
間
ぎ
り
ぎ
り
の
夕
方
に
よ
う
や
く
出
発
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

 

途
中
か
ら
強
風
に
な
っ
た
荒
海
を
突
破
し
、
夜
間
に
は
零
下
二
〇
度
程
に
な
る
無
人
の
海
岸
に
テ
ン
ト
を
設
営
し
て
宿
泊

す
る
と
い
う
生
活
で
あ
る
。
狩
猟
は
海
岸
か
ら
海
上
を
監
視
し
、
ア
ザ
ラ
シ
や
イ
ッ
カ
ク
が
海
面
に
浮
上
し
た
瞬
間
に
ラ
イ

フ
ル
で
狙
撃
す
る
の
で
あ
る
が
、
発
見
ま
で
延
々
と
待
機
す
る
。
今
回
は
見
聞
で
き
な
か
っ
た
が
、
冬
期
に
は
ア
ザ
ラ
シ
が

呼
吸
す
る
た
め
に
浮
上
す
る
氷
上
の
小
穴
を
ひ
た
す
ら
監
視
す
る
方
法
に
な
る
が
、
周
囲
は
零
下
四
〇
度
程
に
な
る
環
境
で

あ
る
。 

 

出
発
の
日
時
の
決
定
と
い
い
、
狩
猟
の
方
法
と
い
い
、
忍
耐
の
精
神
と
表
現
し
て
も
い
い
が
、
都
会
で
生
活
す
る
人
間
か

ら
す
る
と
、
時
間
の
感
覚
が
完
全
に
異
質
な
の
で
あ
る
。
人
々
が
狩
猟
に
出
発
す
る
の
は
食
糧
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
で
あ

り
、
帰
還
す
る
の
は
必
要
と
す
る
だ
け
の
獲
物
が
調
達
で
き
た
と
き
で
あ
る
。
実
際
、
同
行
し
た
と
き
は
十
分
な
頭
数
が
捕

獲
で
き
ず
、
老
人
は
し
ば
ら
く
滞
在
を
延
期
し
、
我
々
だ
け
が
同
僚
の
小
型
漁
船
で
帰
還
で
き
る
よ
う
手
配
し
て
く
れ
た
。 

 

帰
路
、
州
都
イ
カ
ル
イ
ト
で
環
境
大
臣
や
文
化
大
臣
か
ら
、
ヌ
ナ
ブ
ト
準
州
の
成
立
の
経
緯
や
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
さ
れ
た
が
、
こ
こ
に
も
忍
耐
の
精
神
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
の
準
州
は
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
二
〇
年

近
い
交
渉
の
成
果
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
理
想
と
す
る
体
制
を
実
現
す
る
た
め
妥
協
し
な
か
っ
た
結
果
、
世
界
で
も
例
外
と

さ
れ
る
領
土
と
権
限
が
先
住
民
族
に
移
管
さ
れ
た
。
長
期
計
画
に
つ
い
て
質
問
す
る
と
、
目
標
は
あ
る
が
、
達
成
の
期
限
は

設
定
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

二
〇
世
紀
初
頭
、
南
洋
の
酋
長
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
を
見
聞
し
た
と
き
の
感
想
を
一
冊
に
し
た
『
パ
パ
ラ
ギ
』
と
い
う
書

籍
が
あ
る
。
痛
烈
な
西
欧
文
明
批
判
で
あ
る
が
、
時
間
の
観
念
に
つ
い
て
も
「
パ
パ
ラ
ギ
（
白
人
）
は
一
日
を
細
分
し
た
計

画
で
粉
々
に
し
、
時
間
が
経
過
す
る
と
悲
痛
な
顔
色
に
な
る
。
こ
れ
は
一
種
の
病
気
か
も
し
れ
な
い
」
と
皮
肉
り
、
時
間
に

強
迫
さ
れ
て
い
る
文
明
社
会
を
批
判
し
て
い
る
。
イ
ヌ
イ
ッ
ト
の
狩
猟
を
見
聞
す
る
と
、
こ
の
批
判
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
を

実
感
す
る
。 

 

時
間
は
人
類
の
偉
大
な
発
明
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
、
現
代
文
明
は
一
定
時
間
で
一
定
成
果
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
要
さ

れ
、
常
時
、
時
間
に
追
跡
さ
れ
て
い
る
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
従
来
の
談
合
政
治
を
転
換
さ
せ
る
の
に
は
絶
大
な
武
器
で
あ
る

が
、
そ
れ
が
拙
速
に
な
ら
な
い
保
証
は
な
い
。
自
分
た
ち
が
期
待
す
る
成
果
に
到
達
す
る
ま
で
忍
耐
す
る
と
い
う
イ
ヌ
イ
ッ

ト
の
精
神
を
参
考
に
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。 


